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備考 このイメージ図は，要求対応要領の規定のうち，不当な情報提供等の要求に対する

対応とその内容の記録・保存の部分を分かりやすく図式化したもので，用語の定義や要

求対応要領の他の部分については，契約監理課ホームページに掲載している要求対応要

領をご覧ください。 

 
 
・「不当な情報提供等の要求」とは，次の行為(主なものを以下に列記)の

うち，職員の公正な事務執行を損なうおそれのあるものをいいます。 

(１) 予定価格，最低制限価格，失格基準価格，低入札価格調査制度の調査基準価

格または設計金額（これらを推測できる金額，割合等を含む。）に関する情報で

あって非公表または公表前のものについての情報漏えい要求行為 

(２) 事業者の入札への参加または不参加に関する要求行為 

(３) 建設工事等の発注見通しに関する情報であって公表前のものについての情報

漏えい要求行為 

(４) 入札の参加資格もしくは参加者に関する情報または工事成績に関する情報で

あって非公表または公表前のものについての情報漏えい要求行為 

(５) 特定の事業者の便宜，利益または不利益の誘導につながるおそれのある要求

行為 

不当な情報提供等の要求の行為者 

 

要求行為 

発注担当職員 

・そのような要求には応じられないこと，要求の内容を記録し，

その記録文書が情報公開請求の対象となることを行為者に告知 

・記録文書を作成 

所属長への報告，所属での記録文書作成など，組織として対応 

告知 

・記録文書は高松市情報公開条例に規定する行政文書として公開請

求の対象となり，同条例の規定により公開または非公開の決定を

行うこととなります。 

・記録文書の主な記載事項 

 (１) 要求を受けた日時 

 (２) 相手方および対応をした職員のそれぞれの氏名 

 (３) 要求の内容 

・記録文書の保存期間は５年間 

記録文書を保管・保存 

  

 

情報公開の請求者 

請求 

公開・非公開の決定 

 

保管・保存

された記録

文書 

市の発注機関 


